
1

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　 図書教材新報
Books teaching materials magazine

2025.1.25 Vol.237（total 1866 号）
1956 年 1 月 5 日 創刊　毎月 25 日発行

Ｖｏｌ .237 ①教材活用シリーズ　薄くて、軽くて、スモールステップ！（Ｐ．４～５）

②販売店向けＷｅｂ発注システム「図書教材ネット」のご紹介（Ｐ．６～７）

次
期
学
習
指
導
要
領
の
審
議
に
望
む
こ
と

　

昨
年
、
文
科
省
の
有
識
者
会
議
か
ら
今
後
の
教
育
課

程
等
の
在
り
方
に
関
す
る「
論
点
整
理
」が
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
論
点
整
理
」
を
踏
ま
え
て
、
今
年
は
中
教
審

で
次
期
学
習
指
導
要
領
の
審
議
が
始
ま
る
。
「
論
点
整

理
」
で
も
多
岐
に
わ
た
る
教
育
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
中
教
審
に
は
特
に
増
え
続
け
る
不
登
校
児
童
生

徒
の
問
題
を
直
視
し
た
審
議
を
望
み
た
い
。

　

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
昨
年
文
科
省
の
１
県

３
市
を
対
象
に
実
施
し
た
委
託
研
究
で
こ
れ
ま
で
不
登

校
の
主
な
要
因
が
「
無
気
力
・
不
安
」
と
さ
れ
て
き
た

児
童
生
徒
の
う
ち
の
相
当
数
が
、
「
授
業
が
分
か
ら
な

い
」
「
宿
題
が
で
き
な
い
」
「
成
績
が
下
が
っ
た
」
こ
と

な
ど
が
不
登
校
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
回
答
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
教
師
の
判
断
の
み
に
頼
っ
て
き
た
要
因
分

析
が
、
児
童
生
徒
の
生
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
で
よ
り

具
体
的
な
も
の
に
な
り
、
こ
の
問
題
へ
の
学
校
の
取
組

み
も
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
今
回
の
委
託
研
究
は
大
変

意
義
深
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

学
校
に
通
う
の
は
、
知
識
・
技
術
等
将
来
の
「
生
き

る
力
」
を
育
む
た
め
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
授
業

は
そ
の
た
め
の
も
の
だ
。
そ
れ
が
「
分
か
ら
な
い
」
の

で
は
学
校
に
行
き
た
く
な
く
な
る
の
は
、
あ
る
意
味
当

然
の
帰
結
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

今
日
い
じ
め
や
校
内
暴
力
の
問
題
も
深
刻
だ
が
、
そ

の
大
き
な
要
因
に
、
実
は
不
登
校
と
同
様
「
授
業
が
分

か
ら
な
い
」
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

「
授
業
が
分
か
る
」
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
本
人
の

努
力
が
必
要
だ
が
、
分
か
る
指
導
も
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
授
業
の
内
容
の
基
準
と
な
る
学
習
指
導
要
領
の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
の
議
論
は
、

と
か
く
理
想
を
追
っ
て
学
習
内
容
を
過
大
に
し
が
ち
で

あ
る
。
学
習
内
容
の
量
も
程
度
も
適
切
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
教
審
に
は
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
実
態
を

十
分
に
踏
ま
え
た
審
議
を
望
み
た
い
の
で
あ
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
下
、
指
導
に
学
習
に
努
力
す
る

学
校
・
教
師
・
児
童
生
徒
に
我
々
も
良
い
教
材
を
提
供

し
て
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
い
き
た
い
。

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
会
長

辻
村
　
哲
夫
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日
本
図
書
教
材
協
会
、
全
国
図
書
教
材
協
議
会
で
は
、
教
育
政
策
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
文
部
科
学
省
（
文
科

省
）
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
り
を
深
め
、
学
校
用
教
材
の
価
値
・
役
割
を
発
信
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
最
近
の
文
科
省
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
文
科
省
有
識
者
会
議
で
の
発
表
、
委
員
参
加
を
紹
介
す
る
。

日
・
全
大
き
く
変
わ
る
教
育
政
策
の
な
か
で
学
校
用
教
材
の
価
値
・
役
割
、

学
校
に
よ
る
主
体
的
な
教
材
採
択
の
重
要
性
を
発
信
、

文
部
科
学
省
と
の
関
わ
り
を
深
め
る

◇
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に
関
す
る
有
識
者
会
議
で
の

発
表

　

昨
年
９
月
20
日
の
会
議
に
お
い
て
、
日
図
協
・
全
図

協
渡
部
竜
士
専
務
理
事
よ
り
、
学
校
用
教
材
の
概
要
と

し
て
、
加
盟
各
社
で
は
紙
と
デ
ジ
タ
ル
双
方
の
特
長
を

活
か
し
た
学
力
の
定
着
と
個
別
最
適
・
協
働
的
な
学
び

を
進
め
て
い
る
旨
の
説
明
や
、
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
に

お
け
る
３
つ
の
提
言
（
デ
ジ
タ
ル
学
習
環
境
に
お
け
る

良
質
で
多
様
な
教
材
が
供
給
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
学

校
に
よ
る
主
体
的
な
教
材
選
択
、
デ
ジ
タ
ル
学
習
環
境

に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
の
位
置
づ
け
と
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
）
を
発
表
し
た
。

◇
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

の
発
表

　

11
月
21
日
の
会
議
に
お
い
て
、
渡
部
専
務
理
事
よ

り
、
教
科
書
と
教
材
の
役
割
や
連
携
の
現
状
と
課
題
の

説
明
の
ほ
か
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
と
教
材
の
明
確
な
区
分
け
、
教
科
書
と
一
体
的
に

使
用
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
位
置
づ
け
の
明
確
化
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
教
材
の
技
術
的
な
連
携
の
研
究
、

日図協・全図協 12

教材側から見たデジタル教科書の課題、今後の展望について

提案：デジタル教科書と教材の適切な連携のために

教教科科書書
（（紙紙、、デデジジタタルル））
教教科科書書発発行行者者にによよるる制制作作

学学校校用用教教材材
（（紙紙、、デデジジタタルル））
様様々々なな発発行行者者にによよるる制制作作

ププララッットトフフォォーームム（（学学習習eポポーータタルル等等））

①教科書と教材の
明確な区分け

教教科科書書とと一一体体的的にに使使
用用さされれるるデデジジタタルル教教材材

④公共性を担保したプ
ラットフォームの運用

教科書と教材の連携の概略図（日図協案）
②位置づけの明確化

③デジタル教科書と教材
の技術的な連携の研究

（学習指導要領コード他）

（デジタル教科書推進ワーキンググループでの発表資料より）
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公
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
用
、
学
校
に
よ
る
主

体
的
な
教
材
選
択
の
５
つ
を
提
案
し
た
。

◇
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
た

め
の
相
互
運
用
標
準
モ
デ
ル
に
関
す
る
専
門
家
会

議
へ
の
委
員
参
加

　

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
の
技
術
・
運
用
指
針
を
検
討
す
る

本
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
図
協
・
森
達
也
副
会
長
が

委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
渡
部
専
務

理
事
が
委
員
と
し
て
参
加
し
、
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
の
公

共
性
を
担
保
し
た
運
用
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

＊

＊

＊

＊

＊

12
月
10
日

日
小
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
田
代
和
彦
正
進
社

営
業
部
次
長
）
で
は
、
第
２
回
部
長
会
を
金
沢
市
「
石

川
県
教
育
会
館
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関
す
る
情
報
交

換
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
会
議
か
ら
の
要
望
事
項
へ

の
対
応
や
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

12
月
17
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
北
村
有
司
正
進
社

小
学
編
集
部
課
長
）
で
は
、
第
３
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応
、
来
年
実
施
す
る
学
校
教

材
調
査
会
事
業
の
準
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
け
る
教
材
の

在
り
方
、
文
科
省
へ
の
働
き
か
け
、
教
材
の
複
製
や
公

衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
、

校
務
・
採
点
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
状

況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
採
点
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
す
る
自
治
体
と
シ
ス
テ
ム
会
社
か
ら

仕
様
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
対
応
を
検
討
し
た
。

12
月
18
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻

田
吉
平
秀
学
社
営
業
統
括
部
長
）
で
は
、

第
２
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で

開
い
た
。

　

当
日
は
、
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ

の
対
応
、
「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の

学
び
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
企
画
、

全
中
メ
ル
マ
ガ
の
今
後
の
配
信
、
ブ

ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
か
ら
の
要
望

事
項
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

上：小学校営業部長会
下：中学校営業部長会
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１
．
は
じ
め
に

　

数
学
は
、
日
々
の
生
活
や
将
来
の
仕
事
、
社
会
の
な

か
で
欠
か
せ
な
い
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
大

切
な
教
科
で
す
。
し
か
し
、
数
学
を
学
習
す
る
こ
と
へ

の
肯
定
的
な
意
見
は
諸
外
国
と
比
べ
低
く
、
加
え
て
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
移
行
す
る
際
に
、
数
学
の
学
習

に
対
し
肯
定
的
な
意
見
の
割
合
が
低
く
な
る
傾
向
が

あ
る
な
ど
、
数
学
を
学
習
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
面
で
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
数
学
が
、
過
去

に
学
ん
だ
内
容
を
基
盤
に
し
て
進
む
積
み
上
げ
型
教

科
で
あ
る
た
め
、
以
前
の
単
元
で
つ
ま
ず
く
と
、
そ
の

後
の
学
習
が
ま
す
ま
す
難
し
く
感
じ
て
し
ま
う
場
合

薄
く
て
、
軽
く
て
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
！

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 176 回

が
多
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

弊
社
数
学
教
材
『
使
い
こ
な
す
数
学
』
で
は
、
こ
の

よ
う
な
「
生
徒
の
苦
手
・
つ
ま
ず
き
」
に
焦
点
を
あ
て

て
編
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
学
習
指
導
要
領
の
目
標
に
沿
っ
た
企
画
を

盛
り
込
み
、
『
使
い
こ
な
す
数
学
』
は
進
化
を
遂
げ
ま

し
た
。

２
．
特
長

①　

２
分
冊
で
達
成
感
ア
ッ
プ
！

①　

２
分
冊
で
達
成
感
ア
ッ
プ
！

　

本
書
は
、
年
間
２
分
冊
の
上
下
巻
構
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
冊
あ
た
り
の
厚
さ
・
重
さ

が
、
通
常
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
の
約
半
分
と
な
り
、
生
徒

の
荷
物
の
持
ち
運
び
の
負
担
、
先
生
の
管
理
・
点
検
の

際
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
を
１
冊
や
り
遂
げ
る
と
い
う
達
成
感
を
２
度
味
わ

え
る
、
１
冊
が
薄
い
か
ら
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

上
が
る
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

②　

小
ピ
ッ
チ
構
成
で
や
り
き
れ
る
！

②　

小
ピ
ッ
チ
構
成
で
や
り
き
れ
る
！

　

本
書
の
誌
面
構
成
は
、
す
べ
て
の
回
が
１
ペ
ー
ジ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
見
開
き
で
１
回
の

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
は
、
授
業
を
２
～
３
回
行
わ
な
い
と

取
り
組
め
な
い
と
こ
ろ
、
本
書
で
は
「
〝
毎
日
〟
、
授
業

の
ふ
り
か
え
り
が
で
き
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
時
間

を
空
け
ず
に
復
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
授
業
・

教
科
書
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て

定
着
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
毎
日
取
り
組
む
と
聞
く
と

㈱学宝社

『使いこなす数学』

㈱学宝社

編集部　数学科
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１
章

正
の
数
・
負
の
数

１年（啓）  7

　　次の計算をしなさい。８問
⑴　>,14?,>;3? ⑵　>,2?,>,9?

⑶　>;1?,>,5? ⑷　>,10?,>,3?

⑸　>,7?,>,7? ⑹　0,>,15?

⑺　>,28?,>,11? ⑻　>,19?,>;52?

　　次の計算をしなさい。６問
⑴　>,2.5?,>;0.5? ⑵　>,0.4?,>,1.9?

⑶　>;1.6?,>;2.2? ⑷　>;2.6?,>,3.2?

⑸　 ,　  , ;　   ⑹　 ;　 , ;　 

　　次の計算をしなさい。４問 

⑴　 ;　 , ,　  ⑵　 ;　 , ;　 

⑶　 ,　 , ;　  ⑷　 ,　 , ,　  

　　次の計算をしなさい。４問
⑴　6;>,9? ⑵　,10;14

⑶　5,9 ⑷　7,>,8?

　右の表は，
ある日の午前
^時の， P 地点とQ 地点の気温を表したものであ
る。 P 地点とQ 地点では，どちらの地点の気温が
何 ̈C 低かったか説明しなさい。１問
〔説明〕

P.29 問5

P.29 問6
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¢
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¢

¡
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¢

¡
™

5
 
6
£
¢

¡
™
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15

£
¢

P.30 問8P.29 問7

・正の数・負の数の減法➡符号を変えた数をたす。
　 ①　>;3?,> ; 9? 

　　 />;3?;> , 9?

　　 /,6

例 ②　>;3?,> , 9?

　/>;3?;> ; 9?

　/;12

　　まず，加法になおしてから通分しよう！

地　点 P Q

気温 >¨C? ,5.7 ,16.2

符号を変えた数をたす。
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１
章

正
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数
・
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数

6  １年（啓）

　　次の計算をしなさい。６問
⑴　>;4?;>;3? ⑵　>,4?;>,2?

⑶　>,28?;>,3? ⑷　>;15?;>;25?

⑸　>,17?;>,18? ⑹　>,22?;>,33?

　　次の計算をしなさい。１０問
⑴　>,2?;>;5? ⑵　>;13?;>,4?

⑶　>,17?;>;7? ⑷　>;3?;>,10?

⑸　>;7?;>,20? ⑹　>;12?;>,12? 

⑺　0;>,29?  ⑻　>,34?;>;36?

⑼　>,41?;>;41?  ⑽　>;12?;>,29?

　　次の計算をしなさい。８問
⑴　>,0.1?;>,0.3? ⑵　>;1.7?;>,0.6?

⑶　>,1.4?;>,0.5? ⑷　>,4.3?;>;2.3?

⑸　 ,　 ; ;　  ⑹　 ,　 ; ,　 

⑺　 ;　 ; ,　   ⑻　 ,　  ; ,　  

　絶対値が(以下の整数のうち，次の式の○，□
にあてはまる数の組は，全部で何組ありますか。
　>○?;>□?/,7 １問

P.26 問1

P.26 問2

P.27 問4
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™
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¢

¡
™

4
 
15

£
¢

�

・同
どう
符
ふ
号
ごう
の和➡絶対値の和に，@数と同じ符号

　>,  11 ?;>,  3 ?/ , > 11;3 ?

・異
い
符
ふ
号
ごう
の和➡絶対値の差に，絶対値の大きい方の

　　　　　　　符号
　>; 2 ?;>,  11 ?/ , > 11,2 ?

　　⑹，⑼　絶対値が等しい異符号の@数の和は)である。
　　⑺　)と▲ >正の数・負の数? の和は，▲である。
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▲ 「単元ページ」



5

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

う
」
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
数
学
が
日
常
生
活
や

社
会
生
活
な
ど
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
、
数

学
と
い
う
教
科
の
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
改
訂
で
は
、
各
章
の
章
末
に
「
活
用

問
題
」
と
題
し
、
生
徒
が
数
学
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
取
り
組
む
ペ
ー

ジ
を
追
加
し
ま
し
た
。
題
材
は
、
生
活
に
関
わ
る
こ
と

を
ベ
ー
ス
に
、
教
科
横
断
的
な
内
容
や
公
式
を
自
分
で

導
く
な
ど
、
生
徒
に
数
学
の
よ
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
も
の
を
厳
選
し
ま
し
た
。

②　

主
体
的
・
個
別
最
適
な
学
び

②　

主
体
的
・
個
別
最
適
な
学
び

　

近
年
、
教
育
現
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
端
末
の
導

入
・
活
用
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
本
書
で
も
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
、
動
画
解

説
に
加
え
、
「
３
問
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
個
別
最
適
な

学
び
が
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

「
３
問
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、「
数
と
式
」
領
域
の
ド
リ
ル

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
で
す
。
生
徒
は
計
算
問
題
に
３
問
取
り
組
み
ま
す

が
、
１
問
毎
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
、「
く
り
か
え
し
」
、「
ふ

く
し
ゅ
う
」
の
３
段
階
の
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
次
の

問
題
の
内
容
・
難
易
度
が
変
わ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
も
苦

手
な
生
徒
も
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
問
題
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分
の
学
習
到
達
度
を
評
価

し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
主
体
的
か

つ
個
別
最
適
な
学
び
が
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
１
回
１
ペ
ー
ジ

な
の
で
抵
抗
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
「
数
学
は
積
み
上
げ
型

教
科
」
と
い
う
点
に
関
し
て
、
問
題
を
解
く
の
が
困
難

な
場
合
、
生
徒
本
人
は
も
ち
ろ
ん
先
生
も
ど
こ
で
つ
ま

ず
い
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
１
回
１
ペ
ー
ジ
の
構
成
が
有
効

に
働
き
ま
す
。
１
回
で
扱
う
範
囲
が
細
か
い
た
め
生
徒

が
ど
こ
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
を
素
早
く
、
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

３
．
学
習
指
導
要
領
と
の
関
わ
り

①　

数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
す

①　

数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
す

　

「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
数
学
科
の
目
標
に
は
、

「
数
学
を
生
活
や
学
習
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養

４
．
お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
通
り
、
本
書
は
、
積
み

上
げ
型
教
科
で
あ
る
数
学
の
学
習
の
過
程
に
お
い
て

生
じ
る
つ
ま
ず
き
を
、
迅
速
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
を

備
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
分
冊
、
小
ピ
ッ
チ
と
い

う
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
達
成
感
を
味
わ
え
る
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
刺
激
す
る
教
材

と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
書
は
単
な
る
知
識
・
技
能
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
徒
が
主
体
的
に
思
考
し
、
問
題
解
決

力
を
養
う
こ
と
に
も
力
点
を
置
い
て
お
り
ま
す
。
本

書
を
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
生
徒
の
皆
さ
ま
が

自
ら
の
ペ
ー
ス
で
着
実
に
学
び
を
深
め
、
数
学
に
対

す
る
理
解
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『
使
い
こ
な
す
数
学
』
を
通
じ
て
、
生
徒
の
皆
さ
ま
の

学
び
が
実
り
多
き
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

６
章

空
間
図
形

46  １年（啓）

　あやめさんと先生は球の体積の公式について，球の半径を r とした

ときの体積Vがなぜ 　¥r3 になるのかを話しています。

あやめ：先生，球の体積の公式って，どうして V/　¥r3 になるの
ですか。

先　生：難しい質問をするね。では，球を図２のような多面体で考え
てみましょう。

あやめ：この多面体を球に近い立体と考えてみるわけですね。
先　生：そうです。多面体の面の数を限りなく増やしていくと，球に

近づきます。この多面体を図２のように，多面体の!つの面
を底面とした三角錐と合同な三角錐が多数集まった集合体と
考えてみましょう。

　このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　下線部について，次の問いに答えなさい。
①　この三角錐の高さは，球の何と考えればよいですか。

②　この三角錐の底面積を s ，高さを r としたときの三角錐の体積を s ， r を使って表しなさい。

⑵　図２の多面体を三角錐に分けて底面を下にしておくと，図３のよう
になります。すべての三角錐の底面積の和は，球の何と考えられます
か。

　 　　　　　　　　
⑶　先生は，次のように体積の公式を導きました。　　 にはことば，　　 には式をそれぞれ答え，説
明を完成させなさい。
〔説明〕　⑴②で求めた三角錐が図３のように多数あるので，三角錐の体積の和Vは，次のように表

すことができます。

　　　V/　s r:>三角錐の 　　 ?

　　　  /　:s:r:>三角錐の 　　 ?

　　　  /　:r:∞s:>三角錐の 　　 ?§

　　　ここで，∞s:>三角錐の 　　 § は，⑵から，　　 と表すことができます。

　　　  /　:r: 　　 /　¥r3

　　　となり，球の体積の公式と同じになります。　
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１年（啓）  23

　れいじさんとあやめさんは，社会の地理で習った「輪
わ
中
じゅう
」について調べています。

れいじ：輪中は，川と川にはさまれた土地で，多くは海面より地面の高さが低く，囲まれた堤
てい

防
ぼう
の内側で生活している地域なんだね。

あやめ：まわりに川が流れていて，海面より低い土地って，大雨のときにとても危険だね。
れいじ：実際に海面からの高さを調べることはできないのかな。
あやめ：国土地理院のホームページで調べられるみたいだよ。選んだ@地点の断面図がみれて，

海面からの高さの違
ちが
いもわかるよ。

れいじ：輪中として有名な揖
い
斐
び
川と木

き
曽
そ
川にはさまれたところを調べてみよう。

図１　 　　　　　　　　　　　　　 図２

 ※国土地理院 HP より

あやめ：図２は，図１のアの地点からキの地点までの断面図だよ。
れいじ：図２のグラフを見ると，川の水面より，土地が低いことがわかるね。
あやめ：表は，図２のグラフのアの地点からキの地点までの海面との高さの違いを表したもの

だよ。
表 

れいじ：表には負の数のところもあるよ。
あやめ：そうだね。図１と図２を見ると，海面より低い地点には田が多いよ。
れいじ：表で，オの地点は，海面との違いが正の数になっていて，図１を見ると，この地点は

住宅地になっているね。
あやめ：これが，この地域に住む人が安全に暮らす工夫なんだろうね。

　このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　表で，正の数は，海面より高い地点と低い地点のどちらを表していますか。

⑵　アの地点とウの地点との高さの違いは何 m ですか。

⑶　田があるイ，ウ，エ，カの地点は，平均で海面から何 m の高さにありますか。

地点 ア イ ウ エ オ カ キ
海面との高さの違い >m? 0.1 ,1.5 ,1.6 ,1.7 0.3 ,1.2 0.5

�

�

�

数25使いこなす啓1_1章_本誌_P21-23.indd   23 2024/11/01   10:49:05

▲ 「章のまとめ STEP ３活用問題」

▲ 「３問チェック」 画面

　　※画面は開発中のものです
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【②発注画面のイメージ】 【③導入のメリット】

その１　全出版社一括で発注が可能！

　ＦＡＸによる発注と異なり、各出版社毎に発注

書を振り分ける手間がかかりません。

その２　マスタの入力や更新の負担ナシ！

　あらかじめ発注に必要な商品マスタや学校マス

タが一括管理で登録されています。

その３　自社の販売管理システムなどに活用！

　発注済のデータはすべて保存されており、また

データ出力ができるので、加工して自社の販売管

理システムなどに活用できます。

その４　どこでも発注！ 複数台での同時発注 !

　パソコンとインターネットがつながる環境があ

れば、どこでも発注ができます。また複数台によ

る同時発注も可能です。

お申し込み、お問い合わせはこちら

お申し込みをご希望の方は、協会ホームページ

（https://nit.or.jp/）の「会員の方へ」（パスワー

ド：kagura6）⇒「販売店向けＷｅｂ発注シス

テム」から仮申し込みを行ってください。

 （社）日本図書教材協会　担当：宍戸、岡嶋

＜新学期に向けた主なシステム改修＞＜新学期に向けた主なシステム改修＞

　出版社への発注メモの文字数を最大 15 文字から

30 文字に増加！ より細かいニュアンスの伝達が

可能になり誤発注の防止に！

　前期の注文検索時における学年指定が、

複数学年指定可能に！ 全学年一括での検索

も可能となり、利便性がさらに向上！

小学校継続発注機能の改善

出版社への発注メモの文字数の増加
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　　
業務の

効率ＵＰに！

【①機能概要】

日本図書教材協会では、販売店向けＷｅｂ発注システム「図書教材ネット」を無償提供しています。

新学期発注に向けて、より多くの販売店にご利用いただけるよう、システムをご紹介します。

販売店向けＷｅｂ発注システム販売店向けＷｅｂ発注システム

　　　　　　「図書教材ネット」 のご紹介「図書教材ネット」 のご紹介

確定・発注

発注画面

 

 

発注履歴画面

  

発
注

各出版社へ

自動的に振り分けて

発注データ送信

 

発注データ確認 ・確定画面

データを加工して

自社の販売管理シ

ステム等に活用で

きます。

右ページ参照

入力した発注データを確認

・学校毎、出版社毎に並び替えて表示したり、

紙で出力することができます。

発注履歴を確認

・発注日順、学校毎、出版社毎等に並び替え

て表示することができます。

・出版社が受注（※）した日時分が確認でき

ます。

・発注データ毎に発注数（請求数）や、請求

先などを変更することができます。

　※ 出版社が注文データを確認した時点のこと。

　　 出荷した時点ではありません。

簡易納品書・請求書の

発行

（紙での出力が可能）

発注履歴一覧の

データ出力

発注履歴一覧表の

発行

（紙での出力が可能）
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

秋
田
県･

･
･

㈱
ス
ダ
キ
商
事
（
由
利
本
荘
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
須
田
幸
喜

　

大
阪
府
中
学･

･
･

つ
つ
み
書
店
（
東
大
阪
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
吉
田
一
樹

　

昨
年
末
、
２
０
２
４
年
の
出
生
数

が
70
万
人
を
下
回
り
、
調
査
開
始
後

最
少
と
な
る
見
込
み
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
２
年
前
の
編
集
後
記
で

も
２
０
２
２
年
の
出
生
数
が
80
万
人
を
下
回
り
…
と

い
っ
た
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
た
っ
た
２
年

で
出
生
数
が
10
万
人
も
少
な
く
な
る
こ
と
に
驚
き
を

隠
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
少
子
化
の
流
れ
は
い
っ
た
い
ど
こ

ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
化
に
つ
い
て
は
我
々
に
限
ら
ず
日
本
全
体
の

課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
学
校
教
育
に

関
わ
る
こ
の
業
界
は
、
よ
り
直
接
的
に
影
響
を
受
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
少
子
化
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
教

材
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
な
ど
喫
緊
の
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
年
も
替
わ
り
気
持
ち
を
新
た
に
出
版

社
、
販
売
店
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
て
い
け
る
よ
う
一
歩
ず
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

（
Ｓ
）

編集
後記

　全図協では、 販売店の経営や業務に関わる制度をご提供しています。

　ここではそれぞれの制度の概要を簡単にご紹介します。

◆従業者が事故で入院してしまった…

・ 従業者１人ずつ無審査で加入ができます

・ 死亡や障害、 事故による入院時に保険金 ・ 給付金を支給します

・ 剰余金が生じた際は、 配当金として返還します

◆従業者の福利厚生を充実させたい…

　優秀な人材を確保したい…

・ グルメや旅行、 スポーツクラブなどさ

まざまなサービスを取り揃えています

・ 従業者だけではなく、 ご家族も同条

件でご利用いただけます

・ 全図協特例割引適用で通常会費より

10％お得！

各種制度に関するお問い合わせ ・ お申し込みは、 全図協事務局までお願いします。

なお、 詳細は協会ホームページ （https://nit.or.jp/） の会員ページ （パスワード ： kagura6） にパ

ンフレットのデータを掲載していますので、 そちらもご覧ください。

お問い合わせ ・ お申し込み先 ⇒　TEL 03-3267-1041　担当 ： 宍戸、 岡嶋お問い合わせ ・ お申し込み先 ⇒　TEL 03-3267-1041　担当 ： 宍戸、 岡嶋

生命共済制度生命共済制度

◆台車で校舎を傷つけてしまった…

　搬入中に子どもにケガを負わせて

　しまった…

・ 学校内で生じた対人 ・ 対物事故と、

集金時や事務所に保管していた現金

盗難に対する制度です

・ 図書教材に限らず、 学校へ納入した

すべての商品に関わる事故を対象と

しています

総合補償制度総合補償制度 福利厚生制度福利厚生制度

３つ揃えば自社の経営や業務も安心！！

各種制度のご紹介


